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つつじ活動でつないでいきたいこと 
昭和57年春。「みんなでスキー場につつじを植えよう」という話になりました。在校生の家

族総出で行われた「ぼくの木・わたしの木」運動の始まりです。 

「校長先生、日曜日に家族全員でお弁当持って、つつじを探しに行ってきました。そしてみ

んなで植えました。とてもすばらしい一日でした。」夕方、お父さんが唐鍬を振り、お母さ

んと水運びをしてスキー場につつじを植えている姿は実にいい雰囲気である。特に祖父母も

加わって植えているのは実にいい。爺さんが指導しながら植えたつつじは、から梅雨にもめ

げず、少々のことでは枯れない。こぎ方、植え方に年期が入っているのである。・・・後略 

（昭和57年７月20日発行『父母と教師の会の新聞』水島 敏 校長先生） 

 現体育館と特別教室棟（赤階段の校舎）の改築を

記念して造成されたスキー場の管理を目的に始めら

れたこの運動は、今年で45年目を迎えます。数年

前までは、老人会の皆様と子どもたちが一緒につつ

じの手入れをしていました。現在は、つつじ管理委

員会の皆様と子どもたち、PTAが協力して、草取り

や新たな植樹などの活動をしています。 

 この活動の真の意義は単に花を育てることだけで

なく、「つなぐ」ことにあります。 

一つ目は「歴史と伝統をつなぐ」ことです。祖父母から父母そして子どもへ、つつじ園を通

して歴代の児童や地域の皆さんの「学校を愛する心」が注がれてきました。そのバトンを今、

私たちが受け取り、次の世代へと確かに引き継いでいく責任と誇りを感じる活動です。 

二つ目は「人と人をつなぐ」ことです。高学年が低学年の手を引き、優しく教えながら作業

を共にする。地域の皆さんからアドバイスをいただきながら、子どもたちが汗を流す。異年齢

相互の絆が深まり、地域と学校が一つになります。 

今年も鐙島小「きらにこ」学校、笑顔あふれる活動となるよう、全校36名で心を込めて取り

組んでまいります。つつじの鮮やかな花のように、子どもたちの心にも伝統を誇りに思う美し

い花が咲き誇ることを願っています。 

鐙島小だより
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今年のスローガンは「じょうねつ赤組 はくねつ白

組 みんなでチャレンジ 鐙島魂」です。応援団長中

心に応援練習に全力で取り組んでいます。運動会当日

は、鐙島魂を大いに発揮してほしいと思います。 

運動会直前の応援団長から今の思いを聞きました。 

 

赤組応援団長 

これまで、応援団のみんなとアイデアを出

し合いながら練習してきました。運動会当

日は、赤組全員の力と心を一つにしてW優

勝を勝ち取りたいです。そして、勝っても

負けても忘れられない最高の思い出を作り

ます。私たちの応援や競技で吉田地域をさ

らに盛り上げます。 

川西にいがたライオンズクラブの皆様 

ご寄付ありがとうございました  
 
川西にいがたライオンズクラブ認証 45 周年
の記念事業として、十日町市吉田・川西地区
合わせて５つの小学校に各５万円のご寄付を

いただきました。子どもたちの活動に有意義
に使わせていただきます。大変ありがとうご
ざいました。 

大運動会 只今 絶賛練習中！！ 

 

笑顔で全力＾＾８名のスーパー元気玉です！！ 

入学して１ヶ月 １年生 

白組応援団長 

白組全員でがんばっていることは、「何でも

全力でがんばる」ということです。練習や

ミニ応援合戦の時に、みんなが一生懸命、

声や走るのをがんばっていたので、自分も

もっとがんばろうと思いました。全力でが

んばるので、応援よろしくお願いします。 

ミニ応援合戦 

ミニ応援合戦 

入学式 消火訓練 

学校探検 


